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「肩こりと首下がり症」
整形外科　遠藤 健司 准教授

近年、スマホなどの生活様式の変化によって肩こり人口が増加
しています。さらに下を向いての作業増加によって、首が持ち上
がらなくなる「首下がり症候群」もまた増加しています。首下が
り症候群は、首を支えている筋肉が弱くなってしまうため、前を
向いて歩けない、ふらつく、下を向いた作業をした後に首が持
ち上がらない、高いところを見ることができない、などの症状が
発生します。早期に診断治療をすれば改善しますが、最初は肩
こりだと思って放置していているうちに、首を支えている筋肉
が壊死してしまうとリハビリでは改善しなくなってしまいます。
首下がりとは何なのか、どのようにすれば予防できるのか、首下
がりだと思ったら何をすべきかについて解説いたします。
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